沼田市議選挙演説参考例　　　　　　　　　　　　　２０１１年１月１２日　利根沼田地区委員会
ご近所のみなさん、こんにちは。こちらは日本共産党です。しばらくの間、今の国政のことや、市政についてお話しさせていただきます。ご協力、よろしくお願いいたします。

　みなさん。民主党が一昨年の総選挙で「国民の生活が第一」と言い、自民公明政権への批判をあつめ、政権交代をはたしました。
　民主党政権に変わってから、私たちのくらしは良くなったでしょうか。派遣で働いても低賃金で生活もままならない、非正規の仕事ばかりで安心して働けないのが、いまの状況です。

さらに、社会保障の負担だけはどんどん増やされて、医療も、年金も、介護も悪くなるばかりです。国民所得も減りつづけ、この１０年間、世界の主要７カ国で唯一、雇用者報酬が減り「国民が貧しくなった国」になり、さらに、ＧＤＰ（国民総生産）が１０年間変わらない国である日本は、「成長が止まった国」になってしまいました。
　ですがその一方で、大企業はバブル期以上の利益を上げ、貯め込んでいるお金は２４４兆円にもなっているのに、民主党政権は大企業向けに、法人税５％を引き下げようと言いだしました。国民には消費税の増税を押しつけようとするなど、さらに国民にだけ痛みと負担を押しつけようとしています。
民主党は、ＴＰＰ「環太平洋戦略的連携協定」に加盟しようとしていますが、これでは、日本の農業が壊滅し、沼田の農業もやっていけなくなり、沼田の経済はますます冷え込むばかりです。
日本共産党は、大企業中心の経済政策から、内需を拡大し、国民のふところをあたためる経済政策に転換し、ＴＰＰに加盟せず、日本の農業と食料を守り、国民の暮しを支える政治へと転換させるために全力を尽くします。

　みなさん。この沼田市では、財政がきびしいからと言って、防犯灯の電気代補助金など、市民生活に大切な補助金を切り捨てました。この４年間は、国保税や下水道料金などの値上げをおこなってきました。
　しかしその一方で、この１０年間に本町通りの土地区画整理事業には、５０億円以上の税金をつぎ込み、今でも毎年２億円以上の税金をかけていますが、いつまでたっても空き地だらけです。多額な税金を投入しても効果が薄い。という状況ではないでしょうか。
　みなさん。沼田市の財政が苦しいからと言って、市民に負担と痛みを押しつけるのではなく、市民の声に耳を傾け、市民のくらしを支えることこそ市がやるべき仕事です。
　日本共産党の（大東のぶゆき・井之川博幸）は、これまで議会ごとに一般質問をかかさずおこない、みなさんの願いをまっすぐに市政に届ける取り組みをしてきました。
　これからもみなさんの声を、願いを市政にとどけ住民のくらしを支える市政へと、転換させるため全力でがんばります。安心して老後がすごせる沼田市をめざし、介護保険料を引き下げ、きめ細かい介護サービスの充実、をすすめます。また、子育て支援でも、学校給食の無料化、待機児童の解消、保育料の引き下げなどをすすめ、安心してくらせる沼田市をつくります。

また、沼田市は観光事業にさらに力を注ぐべきと考えます。観光情報の発信を充実させ、観光業の育成、特産品の開発や都市との交流、鳥獣対策を強化して農家を支援して農業の振興、住宅リフォーム助成制度を創設し、地域経済の活性化に全力で取り組みます。みなさんの大きなご支援、お力添えを日本共産党の、（大東のぶゆき･井之川博幸）へとお寄せください。
　今の政治や社会の出来事を、わかりやすくお伝えしている「しんぶん赤旗」を、この機会にご購読くださいますようお願いし、この場所からのお話を終わります。ご協力、ありがとうございました。
